
ごあいさつ

こんにちは、佐藤聡です。私はシンタテバヤシ·プロジェクトを提案しています。

私たちの愛するまち館林市も、人口減少と少子高齢化という大きな変化の直撃を受けています。
館林市の全体に発展の兆しがなく、まちなかは虫食いだらけの葉っぱのようです。すべての館林市民
は、この景観に強い衝撃を受けおり、大きな不満を抱いています。

　館林市のまちづくりには、長い間にわたって、明確なかつ具体的な「未来ビジョン(将来像)」が
ありませんでした。私は、3年前にシンタテバヤシ·プロジェクトを、館林市民のみなさんに提案し
ました。

　私は、その後も引き続き現在まで、館林市議会定例会·常任委員会、教育委員会定例会、学
校運営協議会(コミュニティ·スクール)を傍聴してきました。そして、市内の公共イベントを見て
回りました。

私は、まちづくりと趣味を兼ねて、サイクリングをしています。館林市邑楽郡のさまざまな道み
ちを訪ねはしりながら、東毛地域の自然と風土、歴史と伝統の一端を体で感じてきました。まち
の風景は、何処となく、ひなびています。これに対して、利根川や渡良瀬川のサイクリングロードの
頂上から見渡すとき、田園風景が美しくすばらしく広がっています。それがとても楽しく快い。

さて、2025年も世界でも日本でも政治的に大変動がありそうです。館林市でも行政の現実と
実態に、強い関心と注目が集まる機会が近づいてきました。

　私は、館林市の未来ビジョンを提案するために、館林市における地元の企業、団体、市民の方
と々直接に会い、対話をしていきます。

シンタテバヤシWebサイト(Ver.1)には、3年前に新聞チラシとして入れた5回連続のリーフレッ
トとその元である「水と緑のフードバレー·スマートシティ館林」構想の原文を載せました。
この文章は、館林市邑楽郡を巡り、目で見て鼻で嗅いで肌で感じた自然景観と地域風土に、ま

ちづくりの最新の知識と理論を適応した成果です。別の機会に、詳しい参考文献を紹介します。

この文章はカタカナ語が多いので、読みにくいです。第1章と第2章を飛ばして、第3章と第4章
から読みはじめてください。これらを読むと、シンタテバヤシ·プロジェクトの全体像と存在理由が
わかります。もしもっと簡単にわかりたいならば、シンタテバヤシ·プロジェクトの要約が、5枚連続
のリーフレットの第2回と第5回にあります。

館林市民のみなさんが、シンタテバヤシ·レポート、すなわち「水と緑のフードバレー·スマートシ
ティ館林」構想を読んだあとには、館林市の未来ビジョンを共有しているでしょう。

シンタテバヤシ·プロジェクトは、もう１つのプロジェクトであるアートバレー·エンタシティ館林
へと拡張しました。魅せるまち、フードバレー·スマートシティ館林とアートバレー·エンタメシティ
館林の２つの大きなプロジェクトが融合します。

シンタテバヤシは、館林市の未来ビジョンをつくるための1つの提案に過ぎません。

館林市の未来ビジョンであるシンタテバヤシ·プロジェクトが、館林市民のために何をするべきか
ではなく、館林市民がシンタテバヤシ·プロジェクトのために何をするべきか。未来はやって来るも
のではなく、明確な意図と強烈な意志をもって創るものです。それが、館林市民にとって、いま目の
前にある大きな問いです。

さあ、シンタテバヤシを協働し共創していきましょう。どうぞ、よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

2025年における館林市のまちづくり
シンタテバヤシの短期·中期および長期プラン

さとうさとし
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館林市未来ビジョン

魅せるまち！
フードバレー·スマートシティ館林をつくる。アートバレー·エンタメシティ館林をつくる。
まちづくりを通じてひとづくりをする。それがシンタテバヤシです。

1.短期プラン
シンタテバヤシの短期プランは、館林市の予算配分を大胆にかつ戦略的に組み換えることを要
請します。なぜなら次の3つが、緊急かつ最優先の政策です。

3大緊急政策
①小·中学校の一斉エアコン設置
②小·中学校の給食費完全無料化
③小·中学校給食の質と量の充実化

教育予算は発展の不可欠な土台
館林市のまちづくり·シンタテバヤシがもっとも重視する根本原理が、人材育成·人材投資です。

教育予算は、減らすべき公共コストでは断じてありません。この政策と予算は、地域社会にとって
持続可能性と発展の土台となるものです。ゆえに、まちづくりのために、最優先かつ必要不可欠な
予算です。

明石市政策の創造的な適応
シンタテバヤシは、兵庫県明石市の前市長·泉房穂氏による「最新版地方自治体発展モデル」を、
館林市の現実と実態に基づいて、創造的に適応します。この発展モデルは、子ども子育てを中心にし
たまちづくりモデルです。「生きやすさ」と「経済」を両立させたモデルになっています。

館林市はどうなっているか
人口減少と少子高齢化は、逃れることができない鋼鉄のマンリキのように地方自治体を締め付

けています。館林市は、いまどうなっているのか？館林市は、年に600人減っている。すると、10年
で6,000人減る。館林市の人口は、76,000人である。ゆえに、10年後には60,000人台に減って
いる！いったい、どうなってしまうのか？

減少と縮小の近未来
働く人たちが減る。若い女性たちが減る。子どもたちが減る。買い物する人たちが減る。
そして、経済活動が縮む。まちの商工業が縮む。まちの税収が縮む。まちの公共事業も縮む。公
共サービスも公共イベントも縮む。　　　
　さらに、小·中学校の予算が減る。館林市の子どもたちの学び成長する機会が、どんどん
もっと減る。
その結果として、子育て世代が、生きることに、働くことに、人生を楽しむことに難しいまちにな

る。そのようなまちでは、若い世代が他の自治体から館林市に移住しない。館林市で、子育てする
気持ちを持てない。

シンタテバヤシの箱舟をつくる
これは、館林市民にとって、いま目の前にある重大な危機です。もう、待ったなし！シンタテバヤ

シの出番です。シンタテバヤシの箱舟を作りましょう。そうしなければ、なすすべもなく大洪水に
巻き込まれるだけです。この時代を生きのびるために、いっしょにシンタテバヤシの箱舟をつくろ
うではありませんか！

2.中期プラン
シンタテバヤシは、短期プランと長期プランをつなぐための中期プランとして、次の政策を計画し
ます。

5つの中期プラン
①有機農業·発酵食品の先進都市をつくる
②DXイノベーションセンターをつくる
③教育先進都市·館林市をつくる
④女性が生きやすい働きやすいまちをつくる
⑤高齢者の財産·契約を守るまちをつくる

有機農業と発酵食品の先進都市
①について、シンタテバヤシは、有機農業の6次化を推進します。有機農産物を加工する発酵食品
企業をつくります。有機農産物を調理する食堂·レストランを支援します。有機農業にもとづいた
「オーガニック食品ブランド」を、全国に向けて世界に向けて発信し確立します。
　これらの事業活動が、フードバレー·スマートシティ館林:農業·食品の先端総合大学·研究機関お
よび企業研究所の集積地、農業·食品企業と農業·食品スタートアップの集積地のプラットフォーム
になります。

DXイノベーションの推進
②について、市内の農業法人、食品製造企業、食品販売企業、食堂·レストランを統合ネットワーク
で連携したオーガニック産業を創造するために、ビジネスDXを実装していきます。
　市役所·公共機関の事務作業や事務サービス、公共事業のDXを推進します。このデジタル·プラ
ットフォームが都市OSになります。この都市OSが市内のオーガニック産業を支えます。
②は、①とコラボします。政府·総務省は、デジタル田園都市国家構想総合戦略を推進していま

す。山本群馬県知事も、群馬県の日本最先端デジタル県政策を推進しています。館林市広域圏は、
これらの国家政策と県地方自治体政策に則って、フードバレー·スマートシティ館林プロジェクトを
推進します。全国に30以上の自治体·特定地域でスマートシティが認定されています。
　館林市邑楽郡は、フードバレーをもつスマートシティになります。このことが、他の自治体·特定
地域のスマートシティと大きく異なる特徴です。農業·食品とDXの未来都市が、フードバレー·スマ
ートシティ館林です。

館林市の教育先進都市づくり
③について、シンタテバヤシは、館林市のまちづくりであり、まちづくりをするひとづくりです。その
ために、教育先進都市·館林市をつくります。館林市の義務教育に、リベラルアーツの思想を導入し
ます。
1)哲学·倫理学·心理学を学ぶ
2)ビジネス教育(基礎的なビジネス経営事例やマーケティング事例の学習)を実施する
3)芸術教育を既存の教科と深く結びつける
これによって、子どものクリエーション能力やイノベーション能力を育成します。最先端企業の新
ビジネスは、既存のビジネスとアート文化やスポーツ文化と融合しつつあります。これによって、製
品、サービスおよびビジネスモデルのイノベーションやクリエーションを実現しています。
4)演劇教育を国語の探究学習で推進する。
これによって、コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を育成します。
5)ビジネス思考にもとづいた受験方法論を学ぶ
子育て家庭の強い期待に応えます。入学試験や資格試験に圧倒的に強くなるように訓練します。
公共事業のいわゆるモノではなく、ヒトにもっと多く投資します。これによって、シンタテバヤシを
創造し建設できるコスモポリタンを育成します。

男女対等参画社会の自治体づくり
④について、女性が高い意識をもって生き生き働ける制度や社会環境をつくります。
　館林市は、市議会も市役所·公共機関も商工業界も農業界も男性中心社会です。これを男女対
等参画社会に変えて行かないならば、館林市の発展はありえません。
　館林市の女性の生きづらさや働きづらさを言葉に出す会議「もやもや会議」を制度設計し、予
算をつけて実施します。市役所·公共機関を筆頭に、市内企業や農業法人で「もやもや会議」を通
じて、館林市の女性が政治的、経済的、文化的に高い意識をもって生き生きと生き、働ける館林市
をつくります。
これが実現しなければ、館林市の若い女性は、市外へ出て2度と市内に戻らないでしょう。産婦

人科のない市立病院。小児科外来はあるが入院のない市立病院。こんなまちで、子育てし、働きた
いと考える若い女性が、市内でも市外でもいるのでしょうか。
　この男尊女卑社会が無自覚的に持続していく場合には、館林市は確実に10年後には消滅都市
の1つに指定されるでしょう。この女性差別問題を市議会でも市役所でも職場でも学校でも、それ
ぞれの個別の事案で具体的に解決する制度·予算を設計し提案していきます。
女性が生きやすい働きやすい地方自治体では、女性の意見やアイデアにもとづいて新しい制度、
事業、活動がどんどん生まれています。

高齢者の財産·契約と終末期を守るまち
⑤について、60歳以上の1人暮らしの高齢者世帯を支援する制度·組織·人員を充実することが不
可欠な社会環境になりました。
高齢化が進むとき、知的判断力の衰えがますますもっと進みます。家に訪問に来た悪質業者に

よる押し買い事件やリースバック住宅契約事件が頻繁しています。
高齢化社会には、任意後見人制度を中心として、1人暮らしの高齢者の1)財産·契約管理と2)日

常生活から入院·葬式·埋葬までの人生の終末期支援を確立することが不可避です。
1人暮らしの高齢者といろいろな世代の人たちが集える「地域食堂だべり場」も必要です。
地方自治体として、持続可能な高齢生活と終末人生を過ごせる社会制度を設計し構築します。

3.長期プラン
①フードバレー·スマートシティ館林をつくる
②アートバレー·エンタメシティ館林をつくる

フードバレー·スマートシティ館林
①について、大学·研究機関のないまちは、人口減少と少子高齢化の中で生き残ることはできませ
ん。そのゆえに、館林市邑楽郡の全域をキャンパスにした農業と食品の最先端総合大学·研究機
関をつくるのです。日本版ワーヘニンゲン大学(仮称:館林大学)を創設します。この大学のミッショ
ンは、日本の農業と食品産業を世界最先端にすることです。この目的の成果として、日本が、西の
農業食品大国であるオランダに比肩する東の農業食品大国になることです。
若い世代が希望をもてるまちづくり·大学研究機関と農業食品の最先端企業の集積地をつくる

ことがないならば、未来に持続可能な館林市は存在できません。

アートバレー·エンタメシティ館林
②について、人は、仕事し食べるために生きているわけではありません。フードバレー·スマートシ
ティ館林プロジェクトは、研究とビジネスの未来都市づくりです。これに対して、もう１つのプロジ
ェクトとして、アートバレー·エンタメシティ館林プロジェクトを策定します。
人は、広い意味で、いろいろな芸術文化やスポーツ文化に触れて自ら体験するとき、喜びを感じ、
楽しく美しく力強く生きていくことができるのです。
アートバレー·エンタメシティ館林は、芸術文化とスポーツ文化がエンターテイメント産業として

栄えるまちづくりをします。具体的には、
1)「音楽の都·館林」をつくる
2)「地域スポーツクラブの先進都市」をつくる

音楽の都·館林が花ひらく
1)について、館林市には、オーケストラ楽団、第九合唱団、オペラ団体、バレエ団体が活動してい
ます。アートバレー·エンタメシティ館林は、これらの団体の活動と連携をしっかり支援し、さらに
育成します。
公民連携で、「芸術学校」をつくります。芸術学校は、芸術に強い関心をもつ子どもが芸術の各

専科で学習·鍛錬できる機会を提供します。芸術家が講師として指導します。芸術学校は、芸術人
材を育成するだけでなく、学校の探究学習とも深く連携します。
「シンタテバヤシ音楽祭」が、館林市5町の連携によって、開催されます。地元企業とのコラボ

を通じて、エンターテイメント·イベントを開発していきます。

アートイベントとエンターテイメント産業づくり
日本の伝統音楽や伝統芸能とフュージョンした「クラシック音楽」のオーケストラ演奏、合唱、

オペラ公演、バレエ公演を企画します。
ファッションと音楽とダンスが融合した個性あふれるファッション·ショーと実施します。地元の

服飾企業や、美容企業、ラグジュアリー企業とコラボします。
演劇と舞台美術とデジタルアートサイエンスが融合したミュージカル·フェスを実施します。地元

の食品企業と食品流通企業とコラボします。
アニメ音楽演奏会とコスプレ·イベントがコラボしたアニメ·ファッションショーを実施します。医

療·福祉·教育アート企業とコラボします。
絵画美術·立体美術とデジタル·アートサイエンスが融合したアートフェスティバル·トリエンナー

レを実施します。地元の建設業や建築デザイン企業とコラボします。
これらのいろいろな芸術祭のすべてがアートビジネスです。アートバレー·エンタメシティ館林は、
これらのアートビジネスがエンターテイメント産業として発展するように、まちづくりを実施します。

アートとグルメとスイーツのまちづくり
芸術を楽しんだ後は、グルメとスイーツを楽しむ時間です。フードバレーであり、アートバレーに

ふさわしいグルメの名店や名物メニューを開発し育成します。

3大煮込み鍋うどん
うどんのまち·館林に磨きをかけます。
「味噌煮込み鍋うどん」のまちをつくります。名古屋の味噌煮込み鍋うどんは、全国にとどろく名
物です。館林の味噌煮込み鍋うどんを名古屋と並び立つように磨きをかけます。そのために、地鶏
と味噌を開発します。
「キムチ煮込み鍋うどん」のまちをつくります。東毛地域は、おいしい白菜の一大名産地です。白
菜を高付加価値食品にするために、キムチ製造企業を育成します。おいしいキムチとニラと豆腐と
「もちぶた」で、キムチ煮込み鍋うどんを名物に育成します。
「すき焼き煮込み鍋うどん」のまちをつくります。すき焼き鍋は、群馬県の郷土料理に指定されて
います。館林市のすき焼き煮込み鍋うどんが絶品名物になるように育成します。
「3大煮込み鍋うどん」を、館林市のグルメ名物に育成します。

館林市の名品·純米酒のまちづくり
日本酒が世界各地で着実に人気を高めています。その背景には、日本食の市場が着実に拡大し

ていることがあります。フードバレー館林にふさわしい有機米を開発·栽培します。戦略的輸出食
品となる「有機純米酒」を開発·製造し、ブランドを確立します。有機純米酒ビジネスが、館林市の
基幹産業になるように、育成します。

コーヒー、ザッハトルテ、ジェラートのまち
ザッハトルテは、音楽の都·ウィーンの名物スイーツです。フードバレー館林は、アートバレー館

林は、「おいしいコーヒーとザッハトルテのある珈琲店」を支援します。
また、高温が続く猛暑シーズンには、おいしいジェラートが不可欠です。ジェラート開発製造企

業を育成します。いろいろな個性あふれるオーガニック·ジェラートを開発します。市内のコーヒー
喫茶店への配送·保存システムも確立します。

地域スポーツクラブの先進都市づくり
2)について、地域スポーツクラブは、行政と地元企業とプロスポーツ企業がコラボした新しいビジ
ネスモデルです。
アートバレー·エンタメシティ館林は、既存ビジネスとスポーツビジネスが融合した組織経営、

スポーツ指導者の育成、スポーツ選手の育成、サポーターの育成、試合·大会の企画を含めた地域
ぐるみの応援体制づくりをしていきます。

水辺を活用し楽しむビジネスのまちづくり
「ウォーターフロントシティ·館林」のまちづくりをします。館林市邑楽郡は利根川と渡良瀬川に囲
まれた河内(かわち)の大地です。里沼や渡良瀬遊水地があります。ボート、カヌー、ウィンドサーフ
ィンを楽しむまちづくりをします。ボートスポーツ関連産業を育成します。行政、学校、ボートスポ
ーツ企画企業、ボートスポーツ施設企業、ホテル·宿泊施設、食堂·レストラン、ボートレジャー·旅
行会社などを連携させます。ボートスポーツおよびボートレジャー関連産業を育成します。

関東地方のサイクリングの中心都市づくり
「サイクリングシティ·館林」のまちづくりをします。館林市は、関東平野の中央に位置しています。
利根川や渡良瀬川や渡良瀬遊水地には、サイクリングロードがあります。土手の頂点は、とても見
晴らしがいい。サイクリングロードを走りながら見る川の風景や眼下に広がる田園の景観は、とて
も美しい。
市内の道路は、隣接する県のサイクリングロードにつながっています。東毛地域に接する群馬

県、栃木県、埼玉県、茨城県、千葉県もサイクリングロードが発達しています。
もちろん、市内から郊外を巡るサイクリングも楽しい。館林市役所から出発し、邑楽町役場、大

泉町役場、千代田町役場、明和町役場、板倉町役場そして館林市役所にもどる東毛地域一周コー
ス。この地域は一体であることを実感できます。バイクスポーツ企業、ホテル·宿泊施設、食堂·レス
トラン、旅行·イベント会社などを連携し、サイクリング関連産業を育成します。

関東平野のど真ん中で輝くエメラルド·シティ
この東毛地域のすべてが、田園森林公園地域であり、館林大学の連合国際キャンパスです。
　館林市は関東平野のど真ん中に位置します。2つの大河の川内です。すばらしい地下水に恵まれ
た大地です。館林市民が英知を結集するとき、館林市は楽しく美しく力強いまちに発展します。
　館林市広域圏は、関東平野のど真ん中でエメラルドのように美しく輝く日本のグリーンキャピタ
ル(日本の環境首都)になるように創造していきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわり



ごあいさつ

　こんにちは、佐藤聡です。私はシンタテバヤシ·プロジェクトを提案しています。

　私たちの愛するまち館林市も、人口減少と少子高齢化という大きな変化の直撃を受けています。
館林市の全体に発展の兆しがなく、まちなかは虫食いだらけの葉っぱのようです。すべての館林市民
は、この景観に強い衝撃を受けおり、大きな不満を抱いています。

　館林市のまちづくりには、長い間にわたって、明確なかつ具体的な「未来ビジョン(将来像)」が
ありませんでした。私は、3年前にシンタテバヤシ·プロジェクトを、館林市民のみなさんに提案し
ました。

　私は、その後も引き続き現在まで、館林市議会定例会·常任委員会、教育委員会定例会、学
校運営協議会(コミュニティ·スクール)を傍聴してきました。そして、市内の公共イベントを見て
回りました。

　私は、まちづくりと趣味を兼ねて、サイクリングをしています。館林市邑楽郡のさまざまな道み
ちを訪ねはしりながら、東毛地域の自然と風土、歴史と伝統の一端を体で感じてきました。まち
の風景は、何処となく、ひなびています。これに対して、利根川や渡良瀬川のサイクリングロードの
頂上から見渡すとき、田園風景が美しくすばらしく広がっています。それがとても楽しく快い。

　さて、2025年も世界でも日本でも政治的に大変動がありそうです。館林市でも行政の現実と
実態に、強い関心と注目が集まる機会が近づいてきました。

　私は、館林市の未来ビジョンを提案するために、館林市における地元の企業、団体、市民の方
と々直接に会い、対話をしていきます。

　シンタテバヤシWebサイト(Ver.1)には、3年前に新聞チラシとして入れた5回連続のリーフレッ
トとその元である「水と緑のフードバレー·スマートシティ館林」構想の原文を載せました。
　この文章は、館林市邑楽郡を巡り、目で見て鼻で嗅いで肌で感じた自然景観と地域風土に、ま
ちづくりの最新の知識と理論を適応した成果です。別の機会に、詳しい参考文献を紹介します。
　
　この文章はカタカナ語が多いので、読みにくいです。第1章と第2章を飛ばして、第3章と第4章
から読みはじめてください。これらを読むと、シンタテバヤシ·プロジェクトの全体像と存在理由が
わかります。もしもっと簡単にわかりたいならば、シンタテバヤシ·プロジェクトの要約が、5枚連続
のリーフレットの第2回と第5回にあります。

　館林市民のみなさんが、シンタテバヤシ·レポート、すなわち「水と緑のフードバレー·スマートシ
ティ館林」構想を読んだあとには、館林市の未来ビジョンを共有しているでしょう。

　シンタテバヤシ·プロジェクトは、もう１つのプロジェクトであるアートバレー·エンタシティ館林
へと拡張しました。魅せるまち、フードバレー·スマートシティ館林とアートバレー·エンタメシティ
館林の２つの大きなプロジェクトが融合します。

　シンタテバヤシは、館林市の未来ビジョンをつくるための1つの提案に過ぎません。

　館林市の未来ビジョンであるシンタテバヤシ·プロジェクトが、館林市民のために何をするべきか
ではなく、館林市民がシンタテバヤシ·プロジェクトのために何をするべきか。未来はやって来るも
のではなく、明確な意図と強烈な意志をもって創るものです。それが、館林市民にとって、いま目の
前にある大きな問いです。

　さあ、シンタテバヤシを協働し共創していきましょう。どうぞ、よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

2025年における館林市のまちづくり
シンタテバヤシの短期·中期および長期プラン

さとうさとし
shinTEBAYASHI
館林市未来ビジョン

魅せるまち！
フードバレー·スマートシティ館林をつくる。アートバレー·エンタメシティ館林をつくる。
まちづくりを通じてひとづくりをする。それがシンタテバヤシです。

1.短期プラン
シンタテバヤシの短期プランは、館林市の予算配分を大胆にかつ戦略的に組み換えることを要
請します。なぜなら次の3つが、緊急かつ最優先の政策です。

3大緊急政策
①小·中学校の一斉エアコン設置
②小·中学校の給食費完全無料化
③小·中学校給食の質と量の充実化

教育予算は発展の不可欠な土台
　館林市のまちづくり·シンタテバヤシがもっとも重視する根本原理が、人材育成·人材投資です。
教育予算は、減らすべき公共コストでは断じてありません。この政策と予算は、地域社会にとって
持続可能性と発展の土台となるものです。ゆえに、まちづくりのために、最優先かつ必要不可欠な
予算です。

明石市政策の創造的な適応
　シンタテバヤシは、兵庫県明石市の前市長·泉房穂氏による「最新版地方自治体発展モデル」を、
館林市の現実と実態に基づいて、創造的に適応します。この発展モデルは、子ども子育てを中心にし
たまちづくりモデルです。「生きやすさ」と「経済」を両立させたモデルになっています。

館林市はどうなっているか
　人口減少と少子高齢化は、逃れることができない鋼鉄のマンリキのように地方自治体を締め付
けています。館林市は、いまどうなっているのか？館林市は、年に600人減っている。すると、10年
で6,000人減る。館林市の人口は、76,000人である。ゆえに、10年後には60,000人台に減って
いる！いったい、どうなってしまうのか？

減少と縮小の近未来
　働く人たちが減る。若い女性たちが減る。子どもたちが減る。買い物する人たちが減る。
　そして、経済活動が縮む。まちの商工業が縮む。まちの税収が縮む。まちの公共事業も縮む。公
共サービスも公共イベントも縮む。　　　
　さらに、小·中学校の予算が減る。館林市の子どもたちの学び成長する機会が、どんどん
もっと減る。
　その結果として、子育て世代が、生きることに、働くことに、人生を楽しむことに難しいまちにな
る。そのようなまちでは、若い世代が他の自治体から館林市に移住しない。館林市で、子育てする
気持ちを持てない。

シンタテバヤシの箱舟をつくる
　これは、館林市民にとって、いま目の前にある重大な危機です。もう、待ったなし！シンタテバヤ
シの出番です。シンタテバヤシの箱舟を作りましょう。そうしなければ、なすすべもなく大洪水に
巻き込まれるだけです。この時代を生きのびるために、いっしょにシンタテバヤシの箱舟をつくろ
うではありませんか！

2.中期プラン
シンタテバヤシは、短期プランと長期プランをつなぐための中期プランとして、次の政策を計画し
ます。

5つの中期プラン
①有機農業·発酵食品の先進都市をつくる
②DXイノベーションセンターをつくる
③教育先進都市·館林市をつくる
④女性が生きやすい働きやすいまちをつくる
⑤高齢者の財産·契約を守るまちをつくる

有機農業と発酵食品の先進都市
①について、シンタテバヤシは、有機農業の6次化を推進します。有機農産物を加工する発酵食品
企業をつくります。有機農産物を調理する食堂·レストランを支援します。有機農業にもとづいた
「オーガニック食品ブランド」を、全国に向けて世界に向けて発信し確立します。
　これらの事業活動が、フードバレー·スマートシティ館林:農業·食品の先端総合大学·研究機関お
よび企業研究所の集積地、農業·食品企業と農業·食品スタートアップの集積地のプラットフォーム
になります。

DXイノベーションの推進
②について、市内の農業法人、食品製造企業、食品販売企業、食堂·レストランを統合ネットワーク
で連携したオーガニック産業を創造するために、ビジネスDXを実装していきます。
　市役所·公共機関の事務作業や事務サービス、公共事業のDXを推進します。このデジタル·プラ
ットフォームが都市OSになります。この都市OSが市内のオーガニック産業を支えます。
　②は、①とコラボします。政府·総務省は、デジタル田園都市国家構想総合戦略を推進していま
す。山本群馬県知事も、群馬県の日本最先端デジタル県政策を推進しています。館林市広域圏は、
これらの国家政策と県地方自治体政策に則って、フードバレー·スマートシティ館林プロジェクトを
推進します。全国に30以上の自治体·特定地域でスマートシティが認定されています。
　館林市邑楽郡は、フードバレーをもつスマートシティになります。このことが、他の自治体·特定
地域のスマートシティと大きく異なる特徴です。農業·食品とDXの未来都市が、フードバレー·スマ
ートシティ館林です。

館林市の教育先進都市づくり
③について、シンタテバヤシは、館林市のまちづくりであり、まちづくりをするひとづくりです。その
ために、教育先進都市·館林市をつくります。館林市の義務教育に、リベラルアーツの思想を導入し
ます。
1)哲学·倫理学·心理学を学ぶ
2)ビジネス教育(基礎的なビジネス経営事例やマーケティング事例の学習)を実施する
3)芸術教育を既存の教科と深く結びつける
これによって、子どものクリエーション能力やイノベーション能力を育成します。最先端企業の新
ビジネスは、既存のビジネスとアート文化やスポーツ文化と融合しつつあります。これによって、製
品、サービスおよびビジネスモデルのイノベーションやクリエーションを実現しています。
4)演劇教育を国語の探究学習で推進する。
これによって、コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を育成します。
5)ビジネス思考にもとづいた受験方法論を学ぶ
子育て家庭の強い期待に応えます。入学試験や資格試験に圧倒的に強くなるように訓練します。
公共事業のいわゆるモノではなく、ヒトにもっと多く投資します。これによって、シンタテバヤシを
創造し建設できるコスモポリタンを育成します。

男女対等参画社会の自治体づくり
④について、女性が高い意識をもって生き生き働ける制度や社会環境をつくります。
　館林市は、市議会も市役所·公共機関も商工業界も農業界も男性中心社会です。これを男女対
等参画社会に変えて行かないならば、館林市の発展はありえません。
　館林市の女性の生きづらさや働きづらさを言葉に出す会議「もやもや会議」を制度設計し、予
算をつけて実施します。市役所·公共機関を筆頭に、市内企業や農業法人で「もやもや会議」を通
じて、館林市の女性が政治的、経済的、文化的に高い意識をもって生き生きと生き、働ける館林市
をつくります。
　これが実現しなければ、館林市の若い女性は、市外へ出て2度と市内に戻らないでしょう。産婦
人科のない市立病院。小児科外来はあるが入院のない市立病院。こんなまちで、子育てし、働きた
いと考える若い女性が、市内でも市外でもいるのでしょうか。
　この男尊女卑社会が無自覚的に持続していく場合には、館林市は確実に10年後には消滅都市
の1つに指定されるでしょう。この女性差別問題を市議会でも市役所でも職場でも学校でも、それ
ぞれの個別の事案で具体的に解決する制度·予算を設計し提案していきます。
　女性が生きやすい働きやすい地方自治体では、女性の意見やアイデアにもとづいて新しい制度、
事業、活動がどんどん生まれています。

高齢者の財産·契約と終末期を守るまち
⑤について、60歳以上の1人暮らしの高齢者世帯を支援する制度·組織·人員を充実することが不
可欠な社会環境になりました。
　高齢化が進むとき、知的判断力の衰えがますますもっと進みます。家に訪問に来た悪質業者に
よる押し買い事件やリースバック住宅契約事件が頻繁しています。
　高齢化社会には、任意後見人制度を中心として、1人暮らしの高齢者の1)財産·契約管理と2)日
常生活から入院·葬式·埋葬までの人生の終末期支援を確立することが不可避です。
　1人暮らしの高齢者といろいろな世代の人たちが集える「地域食堂だべり場」も必要です。
　地方自治体として、持続可能な高齢生活と終末人生を過ごせる社会制度を設計し構築します。

3.長期プラン
①フードバレー·スマートシティ館林をつくる
②アートバレー·エンタメシティ館林をつくる

フードバレー·スマートシティ館林
①について、大学·研究機関のないまちは、人口減少と少子高齢化の中で生き残ることはできませ
ん。そのゆえに、館林市邑楽郡の全域をキャンパスにした農業と食品の最先端総合大学·研究機
関をつくるのです。日本版ワーヘニンゲン大学(仮称:館林大学)を創設します。この大学のミッショ
ンは、日本の農業と食品産業を世界最先端にすることです。この目的の成果として、日本が、西の
農業食品大国であるオランダに比肩する東の農業食品大国になることです。
　若い世代が希望をもてるまちづくり·大学研究機関と農業食品の最先端企業の集積地をつくる
ことがないならば、未来に持続可能な館林市は存在できません。

アートバレー·エンタメシティ館林
②について、人は、仕事し食べるために生きているわけではありません。フードバレー·スマートシ
ティ館林プロジェクトは、研究とビジネスの未来都市づくりです。これに対して、もう１つのプロジ
ェクトとして、アートバレー·エンタメシティ館林プロジェクトを策定します。
　人は、広い意味で、いろいろな芸術文化やスポーツ文化に触れて自ら体験するとき、喜びを感じ、
楽しく美しく力強く生きていくことができるのです。
　アートバレー·エンタメシティ館林は、芸術文化とスポーツ文化がエンターテイメント産業として
栄えるまちづくりをします。具体的には、
1)「音楽の都·館林」をつくる
2)「地域スポーツクラブの先進都市」をつくる

音楽の都·館林が花ひらく
1)について、館林市には、オーケストラ楽団、第九合唱団、オペラ団体、バレエ団体が活動してい
ます。アートバレー·エンタメシティ館林は、これらの団体の活動と連携をしっかり支援し、さらに
育成します。　
　公民連携で、「芸術学校」をつくります。芸術学校は、芸術に強い関心をもつ子どもが芸術の各
専科で学習·鍛錬できる機会を提供します。芸術家が講師として指導します。芸術学校は、芸術人
材を育成するだけでなく、学校の探究学習とも深く連携します。
　「シンタテバヤシ音楽祭」が、館林市5町の連携によって、開催されます。地元企業とのコラボ
を通じて、エンターテイメント·イベントを開発していきます。

アートイベントとエンターテイメント産業づくり
　日本の伝統音楽や伝統芸能とフュージョンした「クラシック音楽」のオーケストラ演奏、合唱、
オペラ公演、バレエ公演を企画します。　
　ファッションと音楽とダンスが融合した個性あふれるファッション·ショーと実施します。地元の
服飾企業や、美容企業、ラグジュアリー企業とコラボします。
　演劇と舞台美術とデジタルアートサイエンスが融合したミュージカル·フェスを実施します。地元
の食品企業と食品流通企業とコラボします。
　アニメ音楽演奏会とコスプレ·イベントがコラボしたアニメ·ファッションショーを実施します。医
療·福祉·教育アート企業とコラボします。
　絵画美術·立体美術とデジタル·アートサイエンスが融合したアートフェスティバル·トリエンナー
レを実施します。地元の建設業や建築デザイン企業とコラボします。
　これらのいろいろな芸術祭のすべてがアートビジネスです。アートバレー·エンタメシティ館林は、
これらのアートビジネスがエンターテイメント産業として発展するように、まちづくりを実施します。

アートとグルメとスイーツのまちづくり
　芸術を楽しんだ後は、グルメとスイーツを楽しむ時間です。フードバレーであり、アートバレーに
ふさわしいグルメの名店や名物メニューを開発し育成します。

3大煮込み鍋うどん
うどんのまち·館林に磨きをかけます。
「味噌煮込み鍋うどん」のまちをつくります。名古屋の味噌煮込み鍋うどんは、全国にとどろく名
物です。館林の味噌煮込み鍋うどんを名古屋と並び立つように磨きをかけます。そのために、地鶏
と味噌を開発します。
「キムチ煮込み鍋うどん」のまちをつくります。東毛地域は、おいしい白菜の一大名産地です。白
菜を高付加価値食品にするために、キムチ製造企業を育成します。おいしいキムチとニラと豆腐と
「もちぶた」で、キムチ煮込み鍋うどんを名物に育成します。
「すき焼き煮込み鍋うどん」のまちをつくります。すき焼き鍋は、群馬県の郷土料理に指定されて
います。館林市のすき焼き煮込み鍋うどんが絶品名物になるように育成します。
「3大煮込み鍋うどん」を、館林市のグルメ名物に育成します。

館林市の名品·純米酒のまちづくり
　日本酒が世界各地で着実に人気を高めています。その背景には、日本食の市場が着実に拡大し
ていることがあります。フードバレー館林にふさわしい有機米を開発·栽培します。戦略的輸出食
品となる「有機純米酒」を開発·製造し、ブランドを確立します。有機純米酒ビジネスが、館林市の
基幹産業になるように、育成します。

コーヒー、ザッハトルテ、ジェラートのまち
　ザッハトルテは、音楽の都·ウィーンの名物スイーツです。フードバレー館林は、アートバレー館
林は、「おいしいコーヒーとザッハトルテのある珈琲店」を支援します。
　また、高温が続く猛暑シーズンには、おいしいジェラートが不可欠です。ジェラート開発製造企
業を育成します。いろいろな個性あふれるオーガニック·ジェラートを開発します。市内のコーヒー
喫茶店への配送·保存システムも確立します。

地域スポーツクラブの先進都市づくり
2)について、地域スポーツクラブは、行政と地元企業とプロスポーツ企業がコラボした新しいビジ
ネスモデルです。
　アートバレー·エンタメシティ館林は、既存ビジネスとスポーツビジネスが融合した組織経営、
スポーツ指導者の育成、スポーツ選手の育成、サポーターの育成、試合·大会の企画を含めた地域
ぐるみの応援体制づくりをしていきます。

水辺を活用し楽しむビジネスのまちづくり
「ウォーターフロントシティ·館林」のまちづくりをします。館林市邑楽郡は利根川と渡良瀬川に囲
まれた河内(かわち)の大地です。里沼や渡良瀬遊水地があります。ボート、カヌー、ウィンドサーフ
ィンを楽しむまちづくりをします。ボートスポーツ関連産業を育成します。行政、学校、ボートスポ
ーツ企画企業、ボートスポーツ施設企業、ホテル·宿泊施設、食堂·レストラン、ボートレジャー·旅
行会社などを連携させます。ボートスポーツおよびボートレジャー関連産業を育成します。
　
関東地方のサイクリングの中心都市づくり
「サイクリングシティ·館林」のまちづくりをします。館林市は、関東平野の中央に位置しています。
利根川や渡良瀬川や渡良瀬遊水地には、サイクリングロードがあります。土手の頂点は、とても見
晴らしがいい。サイクリングロードを走りながら見る川の風景や眼下に広がる田園の景観は、とて
も美しい。
　市内の道路は、隣接する県のサイクリングロードにつながっています。東毛地域に接する群馬
県、栃木県、埼玉県、茨城県、千葉県もサイクリングロードが発達しています。
　もちろん、市内から郊外を巡るサイクリングも楽しい。館林市役所から出発し、邑楽町役場、大
泉町役場、千代田町役場、明和町役場、板倉町役場そして館林市役所にもどる東毛地域一周コー
ス。この地域は一体であることを実感できます。バイクスポーツ企業、ホテル·宿泊施設、食堂·レス
トラン、旅行·イベント会社などを連携し、サイクリング関連産業を育成します。

関東平野のど真ん中で輝くエメラルド·シティ
　この東毛地域のすべてが、田園森林公園地域であり、館林大学の連合国際キャンパスです。
　館林市は関東平野のど真ん中に位置します。2つの大河の川内です。すばらしい地下水に恵まれ
た大地です。館林市民が英知を結集するとき、館林市は楽しく美しく力強いまちに発展します。
　館林市広域圏は、関東平野のど真ん中でエメラルドのように美しく輝く日本のグリーンキャピタ
ル(日本の環境首都)になるように創造していきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわり



ごあいさつ

　こんにちは、佐藤聡です。私はシンタテバヤシ·プロジェクトを提案しています。

　私たちの愛するまち館林市も、人口減少と少子高齢化という大きな変化の直撃を受けています。
館林市の全体に発展の兆しがなく、まちなかは虫食いだらけの葉っぱのようです。すべての館林市民
は、この景観に強い衝撃を受けおり、大きな不満を抱いています。

　館林市のまちづくりには、長い間にわたって、明確なかつ具体的な「未来ビジョン(将来像)」が
ありませんでした。私は、3年前にシンタテバヤシ·プロジェクトを、館林市民のみなさんに提案し
ました。

　私は、その後も引き続き現在まで、館林市議会定例会·常任委員会、教育委員会定例会、学
校運営協議会(コミュニティ·スクール)を傍聴してきました。そして、市内の公共イベントを見て
回りました。

　私は、まちづくりと趣味を兼ねて、サイクリングをしています。館林市邑楽郡のさまざまな道み
ちを訪ねはしりながら、東毛地域の自然と風土、歴史と伝統の一端を体で感じてきました。まち
の風景は、何処となく、ひなびています。これに対して、利根川や渡良瀬川のサイクリングロードの
頂上から見渡すとき、田園風景が美しくすばらしく広がっています。それがとても楽しく快い。

　さて、2025年も世界でも日本でも政治的に大変動がありそうです。館林市でも行政の現実と
実態に、強い関心と注目が集まる機会が近づいてきました。

　私は、館林市の未来ビジョンを提案するために、館林市における地元の企業、団体、市民の方
と々直接に会い、対話をしていきます。

　シンタテバヤシWebサイト(Ver.1)には、3年前に新聞チラシとして入れた5回連続のリーフレッ
トとその元である「水と緑のフードバレー·スマートシティ館林」構想の原文を載せました。
　この文章は、館林市邑楽郡を巡り、目で見て鼻で嗅いで肌で感じた自然景観と地域風土に、ま
ちづくりの最新の知識と理論を適応した成果です。別の機会に、詳しい参考文献を紹介します。
　
　この文章はカタカナ語が多いので、読みにくいです。第1章と第2章を飛ばして、第3章と第4章
から読みはじめてください。これらを読むと、シンタテバヤシ·プロジェクトの全体像と存在理由が
わかります。もしもっと簡単にわかりたいならば、シンタテバヤシ·プロジェクトの要約が、5枚連続
のリーフレットの第2回と第5回にあります。

　館林市民のみなさんが、シンタテバヤシ·レポート、すなわち「水と緑のフードバレー·スマートシ
ティ館林」構想を読んだあとには、館林市の未来ビジョンを共有しているでしょう。

　シンタテバヤシ·プロジェクトは、もう１つのプロジェクトであるアートバレー·エンタシティ館林
へと拡張しました。魅せるまち、フードバレー·スマートシティ館林とアートバレー·エンタメシティ
館林の２つの大きなプロジェクトが融合します。

　シンタテバヤシは、館林市の未来ビジョンをつくるための1つの提案に過ぎません。

　館林市の未来ビジョンであるシンタテバヤシ·プロジェクトが、館林市民のために何をするべきか
ではなく、館林市民がシンタテバヤシ·プロジェクトのために何をするべきか。未来はやって来るも
のではなく、明確な意図と強烈な意志をもって創るものです。それが、館林市民にとって、いま目の
前にある大きな問いです。

　さあ、シンタテバヤシを協働し共創していきましょう。どうぞ、よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

2025年における館林市のまちづくり
シンタテバヤシの短期·中期および長期プラン

さとうさとし
shinTEBAYASHI
館林市未来ビジョン

魅せるまち！
フードバレー·スマートシティ館林をつくる。アートバレー·エンタメシティ館林をつくる。
まちづくりを通じてひとづくりをする。それがシンタテバヤシです。

1.短期プラン
シンタテバヤシの短期プランは、館林市の予算配分を大胆にかつ戦略的に組み換えることを要
請します。なぜなら次の3つが、緊急かつ最優先の政策です。

3大緊急政策
①小·中学校の一斉エアコン設置
②小·中学校の給食費完全無料化
③小·中学校給食の質と量の充実化

教育予算は発展の不可欠な土台
　館林市のまちづくり·シンタテバヤシがもっとも重視する根本原理が、人材育成·人材投資です。
教育予算は、減らすべき公共コストでは断じてありません。この政策と予算は、地域社会にとって
持続可能性と発展の土台となるものです。ゆえに、まちづくりのために、最優先かつ必要不可欠な
予算です。

明石市政策の創造的な適応
　シンタテバヤシは、兵庫県明石市の前市長·泉房穂氏による「最新版地方自治体発展モデル」を、
館林市の現実と実態に基づいて、創造的に適応します。この発展モデルは、子ども子育てを中心にし
たまちづくりモデルです。「生きやすさ」と「経済」を両立させたモデルになっています。

館林市はどうなっているか
　人口減少と少子高齢化は、逃れることができない鋼鉄のマンリキのように地方自治体を締め付
けています。館林市は、いまどうなっているのか？館林市は、年に600人減っている。すると、10年
で6,000人減る。館林市の人口は、76,000人である。ゆえに、10年後には60,000人台に減って
いる！いったい、どうなってしまうのか？

減少と縮小の近未来
　働く人たちが減る。若い女性たちが減る。子どもたちが減る。買い物する人たちが減る。
　そして、経済活動が縮む。まちの商工業が縮む。まちの税収が縮む。まちの公共事業も縮む。公
共サービスも公共イベントも縮む。　　　
　さらに、小·中学校の予算が減る。館林市の子どもたちの学び成長する機会が、どんどん
もっと減る。
　その結果として、子育て世代が、生きることに、働くことに、人生を楽しむことに難しいまちにな
る。そのようなまちでは、若い世代が他の自治体から館林市に移住しない。館林市で、子育てする
気持ちを持てない。

シンタテバヤシの箱舟をつくる
　これは、館林市民にとって、いま目の前にある重大な危機です。もう、待ったなし！シンタテバヤ
シの出番です。シンタテバヤシの箱舟を作りましょう。そうしなければ、なすすべもなく大洪水に
巻き込まれるだけです。この時代を生きのびるために、いっしょにシンタテバヤシの箱舟をつくろ
うではありませんか！

2.中期プラン
シンタテバヤシは、短期プランと長期プランをつなぐための中期プランとして、次の政策を計画し
ます。

5つの中期プラン
①有機農業·発酵食品の先進都市をつくる
②DXイノベーションセンターをつくる
③教育先進都市·館林市をつくる
④女性が生きやすい働きやすいまちをつくる
⑤高齢者の財産·契約を守るまちをつくる

有機農業と発酵食品の先進都市
①について、シンタテバヤシは、有機農業の6次化を推進します。有機農産物を加工する発酵食品
企業をつくります。有機農産物を調理する食堂·レストランを支援します。有機農業にもとづいた
「オーガニック食品ブランド」を、全国に向けて世界に向けて発信し確立します。
　これらの事業活動が、フードバレー·スマートシティ館林:農業·食品の先端総合大学·研究機関お
よび企業研究所の集積地、農業·食品企業と農業·食品スタートアップの集積地のプラットフォーム
になります。

DXイノベーションの推進
②について、市内の農業法人、食品製造企業、食品販売企業、食堂·レストランを統合ネットワーク
で連携したオーガニック産業を創造するために、ビジネスDXを実装していきます。
　市役所·公共機関の事務作業や事務サービス、公共事業のDXを推進します。このデジタル·プラ
ットフォームが都市OSになります。この都市OSが市内のオーガニック産業を支えます。
　②は、①とコラボします。政府·総務省は、デジタル田園都市国家構想総合戦略を推進していま
す。山本群馬県知事も、群馬県の日本最先端デジタル県政策を推進しています。館林市広域圏は、
これらの国家政策と県地方自治体政策に則って、フードバレー·スマートシティ館林プロジェクトを
推進します。全国に30以上の自治体·特定地域でスマートシティが認定されています。
　館林市邑楽郡は、フードバレーをもつスマートシティになります。このことが、他の自治体·特定
地域のスマートシティと大きく異なる特徴です。農業·食品とDXの未来都市が、フードバレー·スマ
ートシティ館林です。

館林市の教育先進都市づくり
③について、シンタテバヤシは、館林市のまちづくりであり、まちづくりをするひとづくりです。その
ために、教育先進都市·館林市をつくります。館林市の義務教育に、リベラルアーツの思想を導入し
ます。
1)哲学·倫理学·心理学を学ぶ
2)ビジネス教育(基礎的なビジネス経営事例やマーケティング事例の学習)を実施する
3)芸術教育を既存の教科と深く結びつける
これによって、子どものクリエーション能力やイノベーション能力を育成します。最先端企業の新
ビジネスは、既存のビジネスとアート文化やスポーツ文化と融合しつつあります。これによって、製
品、サービスおよびビジネスモデルのイノベーションやクリエーションを実現しています。
4)演劇教育を国語の探究学習で推進する。
これによって、コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を育成します。
5)ビジネス思考にもとづいた受験方法論を学ぶ
子育て家庭の強い期待に応えます。入学試験や資格試験に圧倒的に強くなるように訓練します。
公共事業のいわゆるモノではなく、ヒトにもっと多く投資します。これによって、シンタテバヤシを
創造し建設できるコスモポリタンを育成します。

男女対等参画社会の自治体づくり
④について、女性が高い意識をもって生き生き働ける制度や社会環境をつくります。
　館林市は、市議会も市役所·公共機関も商工業界も農業界も男性中心社会です。これを男女対
等参画社会に変えて行かないならば、館林市の発展はありえません。
　館林市の女性の生きづらさや働きづらさを言葉に出す会議「もやもや会議」を制度設計し、予
算をつけて実施します。市役所·公共機関を筆頭に、市内企業や農業法人で「もやもや会議」を通
じて、館林市の女性が政治的、経済的、文化的に高い意識をもって生き生きと生き、働ける館林市
をつくります。
　これが実現しなければ、館林市の若い女性は、市外へ出て2度と市内に戻らないでしょう。産婦
人科のない市立病院。小児科外来はあるが入院のない市立病院。こんなまちで、子育てし、働きた
いと考える若い女性が、市内でも市外でもいるのでしょうか。
　この男尊女卑社会が無自覚的に持続していく場合には、館林市は確実に10年後には消滅都市
の1つに指定されるでしょう。この女性差別問題を市議会でも市役所でも職場でも学校でも、それ
ぞれの個別の事案で具体的に解決する制度·予算を設計し提案していきます。
　女性が生きやすい働きやすい地方自治体では、女性の意見やアイデアにもとづいて新しい制度、
事業、活動がどんどん生まれています。

高齢者の財産·契約と終末期を守るまち
⑤について、60歳以上の1人暮らしの高齢者世帯を支援する制度·組織·人員を充実することが不
可欠な社会環境になりました。
　高齢化が進むとき、知的判断力の衰えがますますもっと進みます。家に訪問に来た悪質業者に
よる押し買い事件やリースバック住宅契約事件が頻繁しています。
　高齢化社会には、任意後見人制度を中心として、1人暮らしの高齢者の1)財産·契約管理と2)日
常生活から入院·葬式·埋葬までの人生の終末期支援を確立することが不可避です。
　1人暮らしの高齢者といろいろな世代の人たちが集える「地域食堂だべり場」も必要です。
　地方自治体として、持続可能な高齢生活と終末人生を過ごせる社会制度を設計し構築します。

3.長期プラン
①フードバレー·スマートシティ館林をつくる
②アートバレー·エンタメシティ館林をつくる

フードバレー·スマートシティ館林
①について、大学·研究機関のないまちは、人口減少と少子高齢化の中で生き残ることはできませ
ん。そのゆえに、館林市邑楽郡の全域をキャンパスにした農業と食品の最先端総合大学·研究機
関をつくるのです。日本版ワーヘニンゲン大学(仮称:館林大学)を創設します。この大学のミッショ
ンは、日本の農業と食品産業を世界最先端にすることです。この目的の成果として、日本が、西の
農業食品大国であるオランダに比肩する東の農業食品大国になることです。
　若い世代が希望をもてるまちづくり·大学研究機関と農業食品の最先端企業の集積地をつくる
ことがないならば、未来に持続可能な館林市は存在できません。

アートバレー·エンタメシティ館林
②について、人は、仕事し食べるために生きているわけではありません。フードバレー·スマートシ
ティ館林プロジェクトは、研究とビジネスの未来都市づくりです。これに対して、もう１つのプロジ
ェクトとして、アートバレー·エンタメシティ館林プロジェクトを策定します。
　人は、広い意味で、いろいろな芸術文化やスポーツ文化に触れて自ら体験するとき、喜びを感じ、
楽しく美しく力強く生きていくことができるのです。
　アートバレー·エンタメシティ館林は、芸術文化とスポーツ文化がエンターテイメント産業として
栄えるまちづくりをします。具体的には、
1)「音楽の都·館林」をつくる
2)「地域スポーツクラブの先進都市」をつくる

音楽の都·館林が花ひらく
1)について、館林市には、オーケストラ楽団、第九合唱団、オペラ団体、バレエ団体が活動してい
ます。アートバレー·エンタメシティ館林は、これらの団体の活動と連携をしっかり支援し、さらに
育成します。　
　公民連携で、「芸術学校」をつくります。芸術学校は、芸術に強い関心をもつ子どもが芸術の各
専科で学習·鍛錬できる機会を提供します。芸術家が講師として指導します。芸術学校は、芸術人
材を育成するだけでなく、学校の探究学習とも深く連携します。
　「シンタテバヤシ音楽祭」が、館林市5町の連携によって、開催されます。地元企業とのコラボ
を通じて、エンターテイメント·イベントを開発していきます。

アートイベントとエンターテイメント産業づくり
　日本の伝統音楽や伝統芸能とフュージョンした「クラシック音楽」のオーケストラ演奏、合唱、
オペラ公演、バレエ公演を企画します。　
　ファッションと音楽とダンスが融合した個性あふれるファッション·ショーと実施します。地元の
服飾企業や、美容企業、ラグジュアリー企業とコラボします。
　演劇と舞台美術とデジタルアートサイエンスが融合したミュージカル·フェスを実施します。地元
の食品企業と食品流通企業とコラボします。
　アニメ音楽演奏会とコスプレ·イベントがコラボしたアニメ·ファッションショーを実施します。医
療·福祉·教育アート企業とコラボします。
　絵画美術·立体美術とデジタル·アートサイエンスが融合したアートフェスティバル·トリエンナー
レを実施します。地元の建設業や建築デザイン企業とコラボします。
　これらのいろいろな芸術祭のすべてがアートビジネスです。アートバレー·エンタメシティ館林は、
これらのアートビジネスがエンターテイメント産業として発展するように、まちづくりを実施します。

アートとグルメとスイーツのまちづくり
　芸術を楽しんだ後は、グルメとスイーツを楽しむ時間です。フードバレーであり、アートバレーに
ふさわしいグルメの名店や名物メニューを開発し育成します。

3大煮込み鍋うどん
うどんのまち·館林に磨きをかけます。
「味噌煮込み鍋うどん」のまちをつくります。名古屋の味噌煮込み鍋うどんは、全国にとどろく名
物です。館林の味噌煮込み鍋うどんを名古屋と並び立つように磨きをかけます。そのために、地鶏
と味噌を開発します。
「キムチ煮込み鍋うどん」のまちをつくります。東毛地域は、おいしい白菜の一大名産地です。白
菜を高付加価値食品にするために、キムチ製造企業を育成します。おいしいキムチとニラと豆腐と
「もちぶた」で、キムチ煮込み鍋うどんを名物に育成します。
「すき焼き煮込み鍋うどん」のまちをつくります。すき焼き鍋は、群馬県の郷土料理に指定されて
います。館林市のすき焼き煮込み鍋うどんが絶品名物になるように育成します。
「3大煮込み鍋うどん」を、館林市のグルメ名物に育成します。

館林市の名品·純米酒のまちづくり
　日本酒が世界各地で着実に人気を高めています。その背景には、日本食の市場が着実に拡大し
ていることがあります。フードバレー館林にふさわしい有機米を開発·栽培します。戦略的輸出食
品となる「有機純米酒」を開発·製造し、ブランドを確立します。有機純米酒ビジネスが、館林市の
基幹産業になるように、育成します。

コーヒー、ザッハトルテ、ジェラートのまち
　ザッハトルテは、音楽の都·ウィーンの名物スイーツです。フードバレー館林は、アートバレー館
林は、「おいしいコーヒーとザッハトルテのある珈琲店」を支援します。
　また、高温が続く猛暑シーズンには、おいしいジェラートが不可欠です。ジェラート開発製造企
業を育成します。いろいろな個性あふれるオーガニック·ジェラートを開発します。市内のコーヒー
喫茶店への配送·保存システムも確立します。

地域スポーツクラブの先進都市づくり
2)について、地域スポーツクラブは、行政と地元企業とプロスポーツ企業がコラボした新しいビジ
ネスモデルです。
　アートバレー·エンタメシティ館林は、既存ビジネスとスポーツビジネスが融合した組織経営、
スポーツ指導者の育成、スポーツ選手の育成、サポーターの育成、試合·大会の企画を含めた地域
ぐるみの応援体制づくりをしていきます。

水辺を活用し楽しむビジネスのまちづくり
「ウォーターフロントシティ·館林」のまちづくりをします。館林市邑楽郡は利根川と渡良瀬川に囲
まれた河内(かわち)の大地です。里沼や渡良瀬遊水地があります。ボート、カヌー、ウィンドサーフ
ィンを楽しむまちづくりをします。ボートスポーツ関連産業を育成します。行政、学校、ボートスポ
ーツ企画企業、ボートスポーツ施設企業、ホテル·宿泊施設、食堂·レストラン、ボートレジャー·旅
行会社などを連携させます。ボートスポーツおよびボートレジャー関連産業を育成します。
　
関東地方のサイクリングの中心都市づくり
「サイクリングシティ·館林」のまちづくりをします。館林市は、関東平野の中央に位置しています。
利根川や渡良瀬川や渡良瀬遊水地には、サイクリングロードがあります。土手の頂点は、とても見
晴らしがいい。サイクリングロードを走りながら見る川の風景や眼下に広がる田園の景観は、とて
も美しい。
　市内の道路は、隣接する県のサイクリングロードにつながっています。東毛地域に接する群馬
県、栃木県、埼玉県、茨城県、千葉県もサイクリングロードが発達しています。
　もちろん、市内から郊外を巡るサイクリングも楽しい。館林市役所から出発し、邑楽町役場、大
泉町役場、千代田町役場、明和町役場、板倉町役場そして館林市役所にもどる東毛地域一周コー
ス。この地域は一体であることを実感できます。バイクスポーツ企業、ホテル·宿泊施設、食堂·レス
トラン、旅行·イベント会社などを連携し、サイクリング関連産業を育成します。

関東平野のど真ん中で輝くエメラルド·シティ
　この東毛地域のすべてが、田園森林公園地域であり、館林大学の連合国際キャンパスです。
　館林市は関東平野のど真ん中に位置します。2つの大河の川内です。すばらしい地下水に恵まれ
た大地です。館林市民が英知を結集するとき、館林市は楽しく美しく力強いまちに発展します。
　館林市広域圏は、関東平野のど真ん中でエメラルドのように美しく輝く日本のグリーンキャピタ
ル(日本の環境首都)になるように創造していきましょう。
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